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秋山　恵里      様　　　秋山　佳輝     様　　     市川　陽子      様　　            　井上　秀夫       様　　     今枝　正夫      様
医療法人岩河会岩河整形外科　様          　　     大西　峯子　様　　            　沖田　　誠      様　　     尾花　敬治      様
門田　京子      様　　　金丸　勝洋     様　　     鎌田 喜代志      様　　            　河田　　純　 様　　     紀井　隆志      様
木戸　優宏      様　　　木下　潤子     様　　     河野　敏隆      様　　            　酒井　智規      様　　     左海　義文      様
実松　泰三      様                三和プラントエンジニアリング株式会社　様　　     　島    　敬      　 様　　     島　　正幸      様
杉森　定男      様　　    薗田　秀香     様　　     武正　敏男      様　　            　多田　隆司      様　　     谷﨑　憲佑      様
種池　昌彦      様　　　田渕　勇人     様　　     津川　咲子      様　　            　筑波　理絵      様　　     鶴井　利次      様
時任　　麗　 様　　　株式会社友居工業友居京太郎　様　　　　　         　中尾　　宏      様　　     中島　千春      様
長田　　正     様　　     名須 万喜子     様　　     医療法人西歯科医院　様　 西谷　桂子      様　　     野村　泰隆      様
秦　　弘熙      様　　　畑野　　徹     様　　     林　　勲男      様　　            　板東　沙紀      様　　     板東　貴典      様
福永 ヒロミ      様　　     藤井　　智     様　　     前田 勇一郎  様　　            　三島　洋治      様　　     宮内　圭二      様
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山本　早苗      様　　     百合草 祥裕     様　　     吉田　哲司      様　　            　吉野　和嗣      様　　     依田　礼子      様

徳島大学では、学生や研究者の活動が充実
していくよう引き続き寄り添い支援していきま
す。今後も、徳島大学の取組及び徳島大学
基金の充実にご理解とご協力を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

〈五十音順 〉

　皆さまには、平素から徳島大学の教育、研究、社会との共創活動に対しまして様々なご支援・ご理解を賜り、誠にありがとう
ございます。
　徳島大学は、未来を見据え、現在までに培ってきた知と人の財産を継承し、新しい時代と社会の課題に応えうる教育・研
究の充実を図ってまいります。徳島大学が将来にわたり「人、地域をはぐくみ未来をつくる」活動を精進していくには、長期的
に安定した財政基盤の強化、基金の充実が不可欠です。教職員はもとより、卒業生、学生のご家族をはじめ、個人、企業、
団体などの皆さまにおかれましては、温かいご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

① 徳島大学病院ゆめtoみらい基金

　2025年10月10日から 19日まで開催いたしましたオンラインチャリティーイベント
「TOKUSHIMA UNIVERSITY GIVING CAMPAIGN 2025」につきまして、
たくさんのご参加誠にありがとうございました。参加した51団体に対し、昨年を大き
く上回る14,439名もの方々から応援、ご支援を賜りました。また、多くの温かなメッ
セージもいただきましたこと、改めて厚く御礼申し上げます。

　本基金は県内唯一の特定機能病院として、地域の中核医療機関を担う徳島
大学病院が、次世代に向けた医療・研究・教育環境を整備し、地域社会及び世
界に貢献し続けることを目的に設立されました。徳島大学病院が目指しているの
は、単なる施設の建て替えではなく、世界標準の診療・研究・教育拠点として進
化し、誰もが安心して訪れることのできる病院となり、次の世代に誇りを持って引
き継げる財産を築くことです。ぜひ、本基金の趣旨にご理解とご賛同いただき、
ご寄付を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

2025年7月から9月までの間に、徳島大学基金にご寄付いただいた皆さまのご芳名を紹介させていただきます。
ご支援、誠にありがとうございました。

ご寄付をいただいた皆さま

徳 島 大 学 基 金 の 取 組

編 集 後 記  バイオイノベーション研究所 産業生物系部門 講師  渡邉 崇人

今号の特集は、2024年に新設された総合科学部の「地域デザインコース」について、その魅力
とともに紹介しました。その大きな特徴として、法律学や政治学から情報科学やメディアアートな

ど幅広い分野を自由に学べる点が挙げられます。地域・社会の課題に対して的確にアプローチ

し、その解決策を提案していくことは、大学が存在する「徳島」という地域にとって大変重要であ

り、同様の課題を持つ他の地域にとっても大きな意味を持つことになるでしょう。私自身、徳島で

生まれ育ち41年間徳島県で住んでいますが、様々な課題を目の当たりにしてきました。徳島の
魅力を向上させ、未来の地域社会をデザインできる人材の育成に、大きく期待をしているところで

す。今号で取り上げられた学生のインタビュー記事が「とくだいウェブ」でも紹介されますので、是

非ご覧ください。

② TOKUSHIMA UNIVERSITY 
    GIVING CAMPAIGN 2025
    たくさんのご参加ありがとうございました

基金プロジェクト
サイトはこちら

詳細はこちら詳細はこちら

とくtalk
バックナンバー

アンケートは
こちら
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総合科学部 社会総合科学科 地域デザインコース 2年

佐藤 理紗さん（さとう りさ）

　徳島県出身の佐藤さんは、幼い頃から「阿波おどりこども
大使」などの地域 PR活動に積極的に参加し、郷土愛を育
んできました。地域デザインコースを選んだ理由も、地元徳島
への思いと、地方創生への探究心から。「入学前は地方創生、
地域づくりというと、“イベントを開催して地域を盛り上げる”と
いうようなイメージでしたが、授業を通して地域づくりの本質に
触れ、視野が大きく広がりました。いろいろな分野に触れるう
ちに興味の幅がどんどん広がって、ゼミ選択も迷っているとこ
ろです」と、学ぶ意欲と充実感を語ります。現在は特産品「徳
島すだち」の消費拡大や需要促進のための PR活動「徳島
すだち大使」を務め、県内外で活躍。将来も徳島と関わる
仕事に就きたいと考えています。

総合科学部 社会総合科学科 地域デザインコース希望 1年

中脇 叶波さん（なかわき とわ）

　中脇さんは高知県出身。高校時代はAIに関心があったそ
うですが、様々な地域課題を目にするなかでまちづくりへの思
いが強まり、地域デザインコースへの進学を決意。「歴史や
語学など、幅広く学べる点が魅力」と、これから様々なことを
学び、吸収したいと話します。この夏は自治体や企業と協働し、
課題解決に取り組む実践型インターンシップにも参加。その
一環として徳島県吉野川市のサイクルツーリズムやヒルクライ
ムレースにも挑戦し、自転車だからこそ気づくことができる地域
の魅力を発見できたといいます。中脇さんが理想とするまちづ
くりのイメージは「よさこい」。将来は祭りを通して人と人がつ
ながり、交流し、地域を盛り上げるような活動に貢献したいと
話しました。

総合科学部 社会総合科学科 地域デザインコース 2年

淺野 蘭さん（あさの らん）

　徳島県海陽町に祖父母の家がある淺野さん。幼い頃から
農作業を手伝ったり、地元の人たちと語り合う時間が「非日
常でありながら心地よい」と感じていたと振り返ります。電波
が届かないといった不便さはあっても、地域の人々が受け継い
できた昔ながらの暮らしに魅力を感じ、自分もその営みを守って
いきたいという思いから、地域デザインコースを選択。『地域
実践研究会 NOROSHI』に所属し、農家支援として茶摘
みやゆず収穫の作業に参加するなど、地域との交流を積極的
に広げています。また、2025年 10月には大阪・関西万博
で開催された若者向けプレゼン大会「VISION MASHUP 
STAGE」に登壇。徳島の魅力発信にも努めています。

私
が

地
域
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
を

選
ん
だ
理
由

2
0
2
4
年
4
月
に
総
合
科
学
部
に
新
設
さ
れ
た「
地
域
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」。

こ
の
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
学
生
3
人
に
、こ
れ
か
ら
学
び
た
い
こ
と
や
将
来
の
夢
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

学
外
で
の
地
域
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研究室へよ
う
こ
そ
﹇
取
材
﹈

　バイオ医薬品とは、微生物や動物細胞を利用して創られる薬で、主に点滴

剤・注射剤として用いられています。現在、がんや難治性疾患の治療におい

て注目が高まっています。

　鬼塚研究室は、バイオ医薬品の生産性向上と品質管理の両方を研究する

国内でも数少ない研究室です。「新しい薬を創ることと、その薬を安定して量

産することとでは、必要とされる知識や技術が大きく異なる」と語る鬼塚先生。

　たとえば抗体医薬品の場合、人工的に設計された抗体は、水に溶けにく

い、濁りやすいなどの課題を抱えています。こうした性質は品質の劣化や副

作用につながる可能性があるため、研究室では原因となる分子構造を特定し

改良するとともに、抗体医薬品の生産細胞の開発、安定生産に必要な細胞

培養条件についても検証し、効率的な生産システムの開発も進めます。

　鬼塚先生が「何をどう創るか」「プロセスはどうするか」「どう改良すればいい

か」といった製造に関する全体像の把握を重視し、一連のプラットフォームの

研究に注力する背景に、日本のバイオ医薬品参入の遅れがあります。

　世界の製薬企業がバイオ医薬品へ戦略的に移行するなか、日本は大規

模培養設備や製造プロセス技術への投資が遅れ、国内に優れた創薬の力

があるにもかかわらず、開発した医薬品を商用規模で製造するための生産能

力は国際的に見て不足しているといいます。

　「国内でバイオ医薬品を安定的に生産できるようになれば、薬価の低減に

つながり、治療の選択肢も広がります。日本には創薬の研究者は多くいます

が、生産や品質管理を専門とする研究者は少ないのが現状です。欧米では

大学と企業が連携し、生産技術の知識を体系的に蓄積していますが、日本で

はその基盤が十分とはいえず、人材育成が急務だといえます」と鬼塚先生は

指摘します。鬼塚研究室ではエンジニアリング企業や分析機器メーカーなどと

の共同研究を積極的に進め、企業が抱える実際の問題点とアカデミアの知

見を結びつけることで、生産技術の高度化に寄与したいと考えています。こう

したことから共同研究先の企業関係者が訪れる機会が多く、社会人博士課

程の学生やスタッフも比較的多いため、研究室は社会で働く環境に近い雰

囲気。興味のある人はぜひ、研究室を訪ねてみてください。

薬の製造に関する全体像を把握し、生産方法を設計する
バイオ医薬品の生産プラットフォーム開発を目指して
大学院社会産業理工学研究部 生物資源産業学域 応用生命科学分野 准教授  鬼塚 正義（おにつか まさよし）研究室

現在、バイオ医薬品の一大拠点は韓国。それを手掛けているのは、あの「サムスン電子」。世
界の製薬会社はバイオ医薬品が業界のトレンドになると予測し、ある会社がハムスターの細
胞を使って初めてプロトタイプのバイオ医薬品を創ったことで、現在も抗体医薬の製造にはハ
ムスターの細胞を使うのが一般化しているそうです。

「
地
域
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」
は
、「
地

域
創
生
コ
ー
ス
」
と
「
公
共
政
策
コ
ー

ス
」
を
統
合
し
て
新
た
に
生
ま
れ
た

コ
ー
ス
で
す
。
法
律
学
・
政
治
学
・
経

済
学
・
経
営
学
と
い
っ
た
公
共
政
策
系

の
分
野
に
加
え
、
社
会
学
、
文
化
人
類

学
、
地
理
学
、
考
古
学
、
歴
史
学
、
情

報
科
学
、
映
像
デ
ザ
イ
ン
、
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
な
ど
地
域
創
生
に
関
わ
る
多
彩

な
領
域
を
横
断
的
に
学
べ
る
点
が
大
き

な
特
徴
で
す
。

社
会
学
が
専
門
の
矢
部
先
生
は
、
こ

の
コ
ー
ス
の
魅
力
を
「
多
様
性
」
と
い

い
ま
す
。

「
価
値
観
が
多
様
化
す
る
社
会
の
中

で
、
学
生
が
自
分
に
合
っ
た
学
び
を
選

び
取
れ
る
よ
う
、
多
面
的
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
」と
語
り
ま
す
。　

一
方
、
小
田
切
先
生
は
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
か
ら
社
会
構
造
を
捉
え
る

マ
ク
ロ
な
学
び
と
、
特
定
地
域
の
課
題

に
踏
み
込
む
ミ
ク
ロ
な
学
び
が
有
機
的

に
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
説
明
。
理
論

と
実
践
を
融
合
し
、
未
来
の
地
域
社
会

を
多
角
的
に
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
し

て
い
る
点
も
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

な
ら
で
は
の
特
色
で
す
。矢
部
先
生
は
、

S
N
S
デ
ー
タ
分
析
な
ど
の
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
を
取
り
入
れ
、
世
界
的
な

傾
向
を
把
握
し
な
が
ら
、
従
来
の
質
的

調
査
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）
で
は
見
え

に
く
か
っ
た
地
域
の
可
能
性
を
探
る
新

た
な
調
査
手
法
を
構
想
中
で
、
デ
ー
タ

分
析
と
実
践
を
組
み
合
わ
せ
、
相
互
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
る
新
し
い
研
究

ス
タ
イ
ル
を
育
て
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

研
究
対
象
と
な
る
地
域
は
徳
島
県
内

に
限
ら
ず
、
日
本
全
国
、
さ
ら
に
は
世

界
各
国
に
も
広
が
り
ま
す
。
就
職
先
と

し
て
は
公
務
員
志
望
の
学
生
が
多
い

も
の
の
、「
既
存
の
職
業
に
就
く
だ
け

で
な
く
、
人
口
縮
小
社
会
で
地
域
を
活

性
化
で
き
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
一
つ
の
学
問
分
野

に
収
ま
り
き
ら
な
い
幅
広
い
興
味
・
関

心
を
持
つ
学
生
に
、
こ
の
コ
ー
ス
は
最

適
！
W
ゼ
ミ
も
歓
迎
」と
い
う
お
二
人
。

地
域
づ
く
り
を
ア
カ
デ
ミ
ア
の
確
か

な
知
見
に
も
と
づ
い
て
体
系
的
に
学
べ

る
新
コ
ー
ス
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

4 3

地
域
の
未
来
を「
デ
ザ
イ
ン
」す
る

 「
地
域
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」の
魅
力

地域社会学研究室 矢部拓也教授（写真左）と公共政策学研究室 小田切康彦准教授。来年度
からいよいよゼミがスタートし、地域デザインコースが本格的に動き出します。先生方も「どんな学

びが生まれるのかは、学生と動き始めてみないと分からない部分が多い。フィールドワークを軸にし

た新しい地域デザインのアプローチを、学生とともに育てていきたい」と、2つのコースが融合した
からこそ可能になった点に期待を込めて、お話しいただきました。

Features
地域デザインコース 3つの特徴
Features | 1
地域・社会課題に対し
的確かつ創造的に解決方法を提案・実践する
　最新のデータサイエンスやAIの知識を基盤に社会の現状を的確
に理解し、社会の課題を紐解き多様な学びを統合して地域づくり・

政策を推進します。

Features | 2
多様な学びを結集した
実践知を身につけることで次の未来をつくる
　情報分析・サービス開発の研究から、芸術・デザイン、考古学・歴

史・文化人類学、社会学、公共政策まで幅広い分野の研究を展開。

Features | 3
世界の多様な地域を学びのフィールドにする
　いろいろな場所に出掛けて学ぶのがこのコースの特徴！地域デザ

イン＝Regional Designなので徳島のみならず多様な地域を対
象に実地で実践を進めています！ いろいろ学ぶ＝たくさんの引き出し
で色 と々提案したり課題解決の実践ができる！

情報デザイン系

AI・データサイエンス
空間デザイン

芸術デザイン系

メディアアート
映像・デザイン
芸術工学

公共政策系

法律学、政治学
経済学、経営学

地域社会系

地域計画学、地理学
空間情報科学
社会学

地域文化系

考古学、日本史
文化人類学
民俗学

特集  多様な学びで地域の可能性を創造する 地域デザインコース



最先端研
究
探
訪
﹇
取
材
﹈

健康寿命の延伸に寄与する
医薬シード化合物の探索研究
大学院医歯薬学研究部 薬学域 生薬学分野 准教授 田中 直伸（たなか なおのぶ）

現
代
社
会
が
求
め
る

「
元
気
に
長
生
き
」す
る
成
分
を

探
し
て

〝
人
生
1
0
0
年
時
代
〞
と
言
わ
れ

る
現
代
で
は
、
単
に
寿
命
を
延
ば
す
だ

け
で
な
く
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を

続
け
る
「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
が
重
要

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
に
、
薬
用
植
物
や
海
洋
生

物
由
来
成
分
の
研
究
を
通
じ
て
挑
ん
で

い
る
の
が
、田
中
先
生
の
研
究
室
で
す
。

世
界
各
地
で
民
間
薬
と
し
て
伝
承
さ

れ
て
き
た
薬
草
や
、日
本
固
有
の
植
物
、

さ
ら
に
は
徳
島
の
特
産
品
で
あ
る
阿
波

晩
茶
な
ど
か
ら
、
人
々
の
健
康
に
役
立

つ
素
材
と
そ
の
成
分
の
探
索
や
、
新
た

な
医
薬
品
、
機
能
性
食
品
の
元
と
な
る

「
医
薬
シ
ー
ド
化
合
物
」
の
探
索
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

世
界
各
地
に
息
づ
く

独
自
の
薬
草
文
化
に
注
目

田
中
先
生
は
こ
れ
ま
で
モ
ン
ゴ
ル
や

中
国
な
ど
で
現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の

土
地
に
根
付
く
民
間
薬
の
研
究
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
中
で
も
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
中
国
南
西
部
に
位
置
す
る
「
広

西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
」
で
の
国
際
共
同

突
き
止
め
ま
し
た
。

研
究
を
進
め
た
結
果
、
そ
の
化
合

物
に
は
毛
乳
頭
細
胞
を
増
殖
さ
せ
る

活
性
（
育
毛
効
果
）
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
「
チ
ャ
ー
ガ
」
を
使
っ

た
育
毛
剤
が
共
同
研
究
企
業
か
ら
上

市
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
植
物
か
ら
発
見
！

「
ト
リ
ア
デ
ノ
シ
ド
」と

抗
フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス
活
性

海
外
の
植
物
だ
け
で
な
く
、
日
本

の
植
物
か
ら
も
重
要
な
発
見
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
採
取
し
た
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ

科
植
物
「
ミ
ズ
オ
ト
ギ
リ
（Triadenum

 

japonicum

）」
の
成
分
探
索
に
お
い
て
、

新
規
化
合
物
を
発
見
。
植
物
の
学
名
に

ち
な
み
「
ト
リ
ア
デ
ノ
シ
ド
（Triadeno

side

）」
と
命
名
し
た
こ
の
成
分
は
、
現

代
医
学
が
注
目
す
る
新
た
な
細
胞
死

「
フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス
」
を
抑
制
す
る
活

性
を
持
つ
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス
は
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど

の
神
経
変
性
疾
患
や
、
脂
肪
肝
な
ど

に
関
与
し
て
い
る
と
さ
れ
る
細
胞
死

の
一
種
で
す
。
こ
の
細
胞
死
を
食
い

止
め
る
こ
と
は
、
脳
や
肝
臓
の
機
能

研
究
で
す
。

水
墨
画
で
描
か
れ
る
桂
林
の
よ
う
な

奇
岩
が
連
な
る
こ
の
地
域
は
、
特
異
な

石
灰
岩
地
帯
で
あ
り
、
ア
ル
カ
リ
性
土

壌
と
い
う
過
酷
な
環
境
に
適
応
し
た
植

物
が
独
自
の
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

植
物
多
様
性
が
極
め
て
豊
か
な
地
で
、

現
地
の
少
数
民
族
は
古
く
か
ら
独
自
に

薬
草
を
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
研
究
は
、
か
つ
て
の
恩
師
や
同

門
の
研
究
者
た
ち
と
の
つ
な
が
り
か
ら

発
展
し
た
も
の
で
、
現
地
の
植
物
研
究

者
と
の
長
年
の
交
流
を
経
て
、
コ
ロ
ナ

禍
明
け
に
再
び
現
地
調
査
を
実
施
。
炎

症
性
疾
患
に
使
わ
れ
る
現
地
の
薬
草
か

ら
、
脳
の
神
経
炎
症
を
抑
制
す
る
可
能

性
の
あ
る
成
分
を
発
見
し
ま
し
た
。

ま
た
研
究
を
通
し
て
、
既
知
の
成
分

で
も
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

効
果
を
見
つ
け
る
こ
と
も
。

そ
の
一
例
が
、モ
ン
ゴ
ル
で「
チ
ャ
ー

ガ
」
と
呼
ば
れ
る
キ
ノ
コ
に
関
す
る
研

究
で
す
。

モ
ン
ゴ
ル
で
は
古
く
か
ら
毛
染
め

や
洗
髪
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
た
こ

と
に
着
目
し
、
含
有
成
分
を
詳
し
く

調
べ
た
と
こ
ろ
、
教
科
書
に
も
登
場

す
る
よ
う
な
基
礎
的
な
化
合
物
の
中

に
、
育
毛
剤
と
し
て
働
く
可
能
性
の

あ
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

を
守
り
、
結
果
と
し
て
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
単
離
」へ
の
こ
だ
わ
り
と

未
知
の
成
分
に
名
前
を
つ
け
る
喜
び

研
究
の
根
底
に
は
、
中
国
最
古
の
薬

物
書
『
神しん
の
う
ほ
ん
ぞ
う
き
ょ
う

農
本
草
経
』
の
考
え

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
書
物
で
は
、
生
薬

を
上
じ
ょ
う
ほ
ん
品
・
中ちゅ
う
ほ
ん品
・
下げほ
ん品
の
三
つ
に

分
類
し
て
い
ま
す
。
下
品
は
毒
性
が
あ

る
も
の
の
、
病
気
を
治
す
強
い
作
用
を

持
つ
薬（
現
代
の
抗
が
ん
剤
な
ど
の
イ
メ
ー

ジ
）
で
す
が
、
上
品
は
「
命
を
養
う
」

薬
と
さ
れ
、
長
期
間
服
用
し
て
も
害
が

な
く
、
体
を
強
く
し
、
不
老
長
寿
に
つ

な
が
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
中
先
生
が
目
指
す
の
は
、
上
品

に
該
当
す
る
成
分
の
発
見
で
す
。

昨
今
の
分
析
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

植
物
抽
出
液
を
機
械
に
か
け
れ
ば
、

数
多
く
の
成
分
を
一
斉
に
分
析
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
田
中
先
生
の
研
究
室
で
は
あ
え

て
手
間
と
時
間
の
か
か
る
「
単
離
」

に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

 

単
離
は
、
混
合
物
の
中
か
ら
一
つ

の
成
分
だ
け
を
純
粋
な
形
で
取
り
出

す
手
法
で
す
。
一
斉
分
析
で
は
埋
も

者
と
し
て
の
大
き
な
喜
び
で
す
」
と
い

う
田
中
先
生
。
ミ
ズ
オ
ト
ギ
リ
か
ら
発

見
し
た
「
ト
リ
ア
デ
ノ
シ
ド
」
や
、
徳

島
県
の
民
間
薬
ビ
ヨ
ウ
ヤ
ナ
ギ
に
含
ま

れ
る
抗
H
I
V
活
性
物
質
「
ビ
ヨ
ウ

ヤ
ナ
ギ
ン
」
な
ど
は
、
田
中
先
生
が
名

付
け
た
化
合
物
で
す
。
自
身
が
名
付
け

た
化
合
物
が
世
界
の
科
学
論
文
の
中
で

使
わ
れ
続
け
、
未
来
の
医
療
や
健
康
科

学
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
こ
と
は
研
究

者
の
醍
醐
味
で
も
あ
り
ま
す
。

「
阿
波
晩
茶
」に
秘
め
ら
れ
た

健
康
パ
ワ
ー
を
新
商
品
に
活
用

研
究
室
で
は
、
徳
島
の
特
産
品
で

あ
る
「
阿
波
晩
茶
」
も
研
究
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

徳
島
県
上
勝
町
な
ど
で
生
産
さ
れ

る
阿
波
晩
茶
は
、
茶
葉
が
し
っ
か
り

成
長
す
る
夏
の
暑
い
時
期
に
全
て
手

作
業
で
摘
み
取
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

作
業
の
中
心
を
担
う
の
は
現
地
の
高

齢
女
性
た
ち
。
急
な
斜
面
を
も
の
と

も
せ
ず
働
く
彼
女
た
ち
の
健
脚
ぶ
り

と
元
気
さ
に
、「
阿
波
晩
茶
に
は
健
康

効
果
が
あ
る
の
で
は
？
」
と
い
う
着

想
か
ら
研
究
を
開
始
。
現
在
、
茶
葉

の
製
造
工
程
で
生
じ
る
未
利
用
資
源

（
茶
汁
）
に
含
ま
れ
る
有
用
成
分
の
探

索
を
進
め
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
有
効
な

機
能
性
食
品
の
開
発
を
目
指
し
、
地

域
特
産
品
の
新
た
な
価
値
創
出
に
つ

な
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
微
量
な
成
分
や
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
な
い
未
知
の
成
分

も
、
単
離
し
て
初
め
て
そ
の
化
学
構

造
を
決
定
し
、
正
確
な
活
性
を
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
ま
す
。

そ
う
し
て
未
知
の
成
分
を
発
見
し

た
あ
か
つ
き
に
、
も
う
ひ
と
つ
楽
し

み
な
の
が
、
見
つ
け
た
成
分
に
命
名

で
き
る
こ
と
。

「
誰
も
知
ら
な
い
成
分
を
見
つ
け
、

そ
れ
に
名
前
を
つ
け
る
。
こ
れ
は
研
究

「
自
然
界
に
は
私
た
ち
の
健
康
を
支

え
る
未
知
の
成
分
が
数
多
く
眠
っ
て

い
ま
す
。
未
知
の
成
分
を
見
つ
け
る

と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
一
つ
一
つ
を

丁
寧
に
単
離
し
、
そ
の
構
造
と
機
能

を
解
き
明
か
し
て
い
く
。
そ
の
地
道

で
根
気
強
い
基
礎
研
究
の
積
み
重
ね

が
、
や
が
て
『
元
気
に
長
生
き
で
き

る
社
会
』
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
」。

薬学部薬用植物園にて。薬学
部及び薬学研究科学生の教
育研究に使用する薬用植物
園の園長も務めている田中先
生（手前の植物がビヨウヤナ
ギ）。約1万平方メートルの敷地
内で、約700種の植物を栽培し
ていて、野生ではすでに絶滅した
「コブシモドキ」など、絶滅危惧
種の保護・増殖を行う「種の保
存」の役割も担っています。薬
用植物園は年に一度、一週間
の一般開放を実施しており、例
年多くの人が訪れます。

薬学部生薬標本室にて。研究
室では漢方薬の構成生薬の成
分再検討にも取り組んでいま
す。漢方薬は経験的に「効く」
ことが分かっていますが、実は
どの成分がどう作用しているの
か、科学的には未解明な部分
が多く残されているのだとか。生
薬一つ一つを微量成分まで徹
底的に探索し直すことで、漢方
の薬効メカニズムを現代科学で
説明しようと試みています。

田中先生（写真中央）と研究室の皆さん。

6 5



歯
科
医
師
を
目
指
す
学
生
が
、
歯
の

形
態
や
構
造
を
正
確
に
理
解
し
、
治
療

の
際
に
患
者
へ
正
し
く
説
明
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
適
切
な
修
復

物
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
る
の
が「
歯
の
解
剖
学
」

で
す
。

大
人
の
歯
は
通
常
28
本
。
上
下
左
右

に
そ
れ
ぞ
れ
中
切
歯
、
側
切
歯
、
犬
歯
、

第
1
・
第
2
小
臼
歯
、
第
1
・
第
2
大

臼
歯
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
歯
が
ど

ん
な
形
を
し
て
い
て
、
な
ぜ
そ
の
形
な

の
か
。
1
本
1
本
の
特
徴
や
機
能
を
学

び
、
遠
心
隅
角
や
近
心
隅
角
と
い
っ
た

歯
の
形
状
を
表
す
用
語
な
ど
を
学
ん
で

い
き
ま
す
。

基
礎
的
な
内
容
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で

学
習
し
、
月
曜
の
午
後
、
実
習
が
行
わ

れ
ま
す
。
学
生
は
歯
の
ス
ケ
ッ
チ
や
歯

型
彫
刻
の
作
成
を
通
し
て
、
微
妙
な
凹

凸
や
角
度
、
曲
線
の
違
い
を
自
ら
の
手

で
感
じ
取
り
、
歯
の
形
を
立
体
的
に
理

解
し
て
い
く
の
で
す
が
、
こ
れ
が
な
か

な
か
大
変
。
特
に
石
膏
棒
か
ら
歯
型
彫

刻
を
削
り
出
す
作
業
は
、
美
術
や
造
形

の
才
能
が
な
け
れ
ば
合
格
点
が
取
れ
な

い
の
で
は
？ 

と
思
う
ほ
ど
、
ポ
イ
ン

ト
を
押
さ
え
て
精
巧
に
作
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し
「
上
手
下
手
よ
り
も
、
学
生

が
自
分
で
考
え
、
気
づ
く
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
る
」と
い
う
山
本
先
生
。「
以

前
は
学
生
が
作
っ
た
歯
型
彫
刻
に
手
を

入
れ
て
、
き
れ
い
に
直
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
は
ど
こ
が
違
う
の
か
を
自

分
で
考
え
る
機
会
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
今
は
手
出
し
せ
ず
、
作
る
過
程
を

見
守
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
授
業
で

上
手
に
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
歯

科
医
の
仕
事
に
苦
手
意
識
を
持
っ
て
ほ

し
く
な
い
の
で
、
少
し
で
も
上
達
す
れ

ば
『
す
ご
く
良
く
な
っ
た
ね
』
と
声
を

か
け
て
い
ま
す
」。

こ
う
し
た
実
習
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
は
歯
の
治
療
の
際
、
不
適
切
な
形
の

修
復
物
は
顎
の
破
壊
や
関
節
の
損
傷
、

歯
周
病
な
ど
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
る
か
ら
。「
詰
め
物
や
入
れ
歯
な

ど
は
歯
科
技
工
士
が
作
り
ま
す
が
、
歯

科
医
も
チ
ェ
ア
サ
イ
ド
で
即
興
的
に
暫

間
補
綴
物
を
作
る
能
力
が
必
要
で
す
。

こ
の
実
習
を
通
し
て
、
そ
う
し
た
臨
床

に
つ
な
が
る
感
覚
を
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

部活や研究に情熱を注ぎ、有意義な学生生活を送っている様子を取材しました。

　中高生が医療やヘルスケアの課題に

挑む『i-GIP（アイ・ジップ）』。中高生と大学

生が二人三脚で解決策を創出し、社会

実装を目指すこのプロジェクトは、関西・関

東・北陸・九州・四国の5地域で展開され

ており、四国では2025年に徳島大学の

角さんを代表に迎えて再始動しました。

　角さんが並々ならぬ熱意で取り組む背

景には、今年のテーマ「糖尿病」への強い

関心があります。徳島県は長年、糖尿病

による死亡率が全国ワースト1であり、現

在も全国平均を上回る状況が続いていま

す。徳島県出身の角さんは「この機会に、

四国・徳島から解決策を提案したい」と話

します。

　とはいえ、専門的な知識を持たない中

　今夏まで生物資源産業学部の阿波踊

り連「螺旋連（らせんれん）」の連長を務め

た荒木さん。出身は大阪で、徳島に来て

初めて阿波踊りの魅力に触れ、「踊る人も

観る人も一体になれる“全員参加型”の祭

りにハマった」と話します。螺旋連は学部

の１年生から大学院生まで約75名が所

属する大所帯。連長として、「連員全員が

楽しめ、居場所となるようなウェルカムな雰

囲気を作ろう」と同期の仲間と協力しなが

ら、練習やイベント参加に取り組んできま

した。荒木さんの代では新たに四大学合

同連としての活動もスタート。2024年12

月の「徳島おどりフェスタ」では鳴門教育

大学の鳴響連、四国大学連、文理大学

高生や大学生に、医療課題の解決ができ

るのでしょうか？

　「糖尿病は人によって症状や悩みが異

なります。専門知識がないからこそ、固定

観念にとらわれず、一人ひとりの声に耳を

傾け、個人の悩みに寄り添った解決策を

考えられると思います」。

　自身も高校時代にi-GIPへ参加した経

験があり、その学びと出会いが今の活動

の原点だと振り返ります。「“誰かを救いた

い”という共通の思いを持ち、年齢や立場

を越えて共に学び、支え合う時間は貴重

な機会です。そうした体験を多くの中高生

や大学生に味わってもらいたい。今後も

この活動を続けていきたいと思います」と

語ってくれました。

連、徳島大学の雷連に螺旋連が加わり、

四大学五連として初出演を果たし、学生

連同士のつながりを深める、新しい一歩を

踏み出しました。

　さらに徳島の酒造メーカー「日新酒類

株式会社」での職業体験をきっかけに利

き酒全国大会へ出場。「徳島の日本酒文

化を盛り上げたい」と日本酒サークルの立

ち上げも計画中とのこと。「最近、研究室

配属が決まり、石井キャンパスの三戸先

生の研究室で昆虫の産業利用について

研究を進めたいと思っています」。多方面

に挑戦する荒木さんの学生生活は、これか

らもますます充実していきそうです。

医学部 医学科 2年  角 優花 （すみ ゆうか）

歯
の
解
剖
学  

対
象
：
歯
学
部
2
年
生    

大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部 

歯
学
域 

組
織
再
生
制
御
学
分
野 

教
授  

山
本 

朗
仁 

（
や
ま
も
と 

あ
き
ひ
と
）

生物資源産業学部 生物資源産業学科 3年  

荒木 鉄平 （あらき てっぺい）

中高生がヘルスケアの課題に挑むi-GIP四国が再始動！
糖尿病の課題解決に取り組んだ半年間

四大学合同連へ参加
学生連同士のつながりを深め
螺旋連を新たなステージへ

描
い
て
、削
っ
て
、歯
の
形
を
体
得
す
る

歯
科
医
の
第
一
歩「
歯
の
解
剖
学
」

蔵本キャンパス

常三島キャンパス

オンデマンドでは穴埋め問題などで用語を習得。スケッチが苦手な学生はトレーシングペーパーを使って
繰り返し描く練習をしたり、石膏棒から歯型彫刻を作る実習は工程を7段階に分けたステップ模型を
参考に、凄腕技工士によるお手本動画を見ながら作成します。

歯型彫刻は、実際の歯のおよそ2倍のサイズで作成します。徳島大学病院の技工士・津村希望さ
んによる個別指導も行われました。上手に作るためのコツや、切り出しナイフの扱い方など、プロなら
ではの技術を間近で見られる貴重な機会は、自分が作った模型との違いを理解し、正しく作成する上
で大いに役立ちました。

四国では 11チーム（高校生 2～ 4人に大学生メ
ンター 1～ 2人が伴走）が約 6ヵ月間かけて課
題に取り組み、12月 14日に大塚講堂で行われた
「inochi Gakusei糖尿病フォーラム」でそれぞれ
のアイデアを発表しました。

大阪・関西万博の会場で徳島学生
合同連として踊りを披露。サーフィ
ン部にも所属し、平日は阿波踊り、
土日はサーフィンというスケジュー
ル。サーフィン部でも徳島大学杯の
大会運営に携わり、他大学との交
流を行っています。
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Instagramアカウント

日本酒サークルあわのん：
@tokushimast.sake

螺旋連：
@rasenren

徳島大学サーフィン部：
@tokudaisurfingclub



サークル紹介

年間の活動
  4月　式典の司会　新入生歓迎会
  5月　五月祭（公開生放送）
  8月　NHK全国大学放送コンテスト
11月　常三島祭（公開生放送）
  3月　追いコン　式典の司会

年間の活動
  4月　徳島リーグ（春）
  5月　新入生歓迎会
  6月　四国新人大会
  7月　インカレ団体
  8月　全国国公立大会
  9月　自由参加の淡路島合宿／徳島リーグ（秋）
10月　インカレ個人
11月　四国学生選手権大会
12月　オール西日本大学選手権大会／忘年会
  1月　四国選手権大会
  3月　東京選手権大会

年間の活動
    4月　新入生歓迎活動
    5月　五月祭出店
    8月　合宿
    9月　実践型インターンシップ サポーター（1月まで）
  10月　上勝町で柚香収穫
  11月　常三島祭出店

年間の活動
  5月　　　スーパーカップ（全国規模の学生大会）
  7月～9月 中四国学生ラクロスリーグ戦
10月　　　中四国学生ラクロス優勝決定戦
11月～　  全日本学生選手権
  2月　　　つま恋スプリングカップ（全国規模の学生大会）

部活
■ 毎週木曜日 18:00～20:00　制作会議
  毎週土曜日 11:00～13:00　FM徳島さんにて番組収録
  ＊FM徳島（80.7MHz）にて毎週金曜日 22:55～「大学生で行こう！」毎週土曜日 20:55～「フルーティーキッス」放送中
■ X ： ＠2012Megapheps（番組公式X）  ＠megapheps_2nd（サークル公式X）
  Instagram ： megapheps
■ 入部方法 ： 収録見学、SNSへ連絡を。

部活
■ 火曜日 16:30～18:00、木曜日 15:00～19:00、金曜日 13:00～16:20、
  土曜日 15:00～18:00
  ※練習は自由参加、来たい時に来るスタイルでOK！
■ 場所： 第一体育館3階
■ Instagram： tokushima_jttc
■ 入部方法： 練習見学、またはSNSへ連絡を。

部活
■ 毎月第2日曜日に新町川水際公園で行われるSunSunマーケットに出店中
■ ミーティング： 月曜日 ランチミーティング　水曜日 オンラインミーティング
■ Instagram ： tokudai_noroshi
■ 入部方法 ： InstagramのDMから

部活
■ 火、金曜日 18：30～20:30、水曜日 6:30～8:00
  土曜日 12:00～15:00、日曜日 9:00～12:00
■ 場所 ： 総合グラウンド
■ HP ： https://tokushima-lax.com/
  Instagram ： tu_lax/
■ 入部方法 ： 4月～5月の新歓イベント、体験会に参加

部長アピール

部長 川原 理紗子（かわはら りさこ）

生物資源産業学部 生物資源産業学科 3年

放送研究会メガフェプスでは、ラジオ番組を自分
たちでゼロから企画し、制作しています。ラジオが
好きな人や、アナウンス、編集、機材に興味があ
る人など大歓迎です！学祭での公開生放送や式
典の司会、外部の方からいただいたナレーション
業務などにも携わっています！まずはぜひ見学に
来てみてください！

会長アピール

会長 淺野 蘭（あさの らん）

総合科学部 社会総合科学科 2年

私たちは「地域と学生を情報発信で繋ぐ」という
理念のもと、2023年に活動をスタートしました。
これまでに、徳島県内24自治体のうち半数の
地域を訪れ、地域の魅力を学生からの視点で
発信しています。「徳島には何もない」と感じて
いる方！NOROSHIで新しい発見をしてみませ
んか？

部長アピール

部長 大恵 健人  （おおえ けんと）

総合科学部 社会総合科学科 3年

私たち卓球部は、自由参加でゆるく楽しめる部
活です。「打ちたいときだけ来る」「遊びに来る
だけ」でもOKで、実際にそんな部員もいます。
一方で、本気で取り組みたい人にはしっかり練
習できる環境もあります。マイペースでも、全力
でも、自分に合った関わり方ができます。少しで
も興味があれば気軽に来てください！ ラケット不
要、“来たい時に来る”スタイルで大歓迎です。

主将アピール

主将 吉村 優志（よしむら ゆうし）

理工学部 理工学科 3年

男子ラクロス部は全員が初心者から始まり全
国を目指して活動している団体です。真剣にス
ポーツに取り組むことで得られる日々の充実感、
切磋琢磨しあい多くの時間を共にすることによ
り生まれる家族のような仲間、高い目標を掲げ
ているからこその人生最高レベルの達成感や
思い出、すべてがこの大学の4年間で得られま
す。お待ちしてます！

放送研究会メガフェプス地域実践研究会NOROSHI

卓球部男子ラクロス部

番組公式 XInstagramInstagram

HP Instagram
Instagram

X
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進
路
選
択
の
岐
路
で
出
会
っ
た

「
医
系
技
官
」

こ
ん
に
ち
は
。
突
然
で
す
が
、
皆
さ

ん
は
、
歯
科
医
師
と
い
う
と
ど
の
よ

う
な
働
き
方
を
想
像
さ
れ
る
で
し
ょ

う
か
。
多
く
の
方
は
、
病
院
や
診
療

所
で
働
い
た
り
、
大
学
で
教
育
や
研

究
に
従
事
し
た
り
…
と
い
う
働
き
方

を
想
像
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
実
際
、国
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、

歯
科
医
師
の
約
97
％
は
病
院
や
診
療

所
で
勤
務
し
、
医
療
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
診
療
を
行
わ
な
い

形
で
、
歯
科
保
健
医
療
に
関
わ
る
と

い
う
働
き
方
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
平
成
24
年
3
月
に
歯
学
部
歯

学
科
を
卒
業
後
、
徳
島
大
学
病
院
に

て
歯
科
医
師
臨
床
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
研
修
歯
科
医
の
際
に
は
、
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
様
々
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、

い
ず
れ
の
診
療
科
も
魅
力
的
に
感
じ
、

進
路
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

折
、
研
修
歯
科
医
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド

を
置
い
て
あ
る
一
角
に
「
厚
生
労
働

省 

医
系
技
官
」
と
書
か
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
発
見
し
ま
し
た
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、「
医
系
技
官
と
は
、

医
師
免
許
・
歯
科
医
師
免
許
を
持
ち
、

専
門
知
識
を
活
か
し
て
よ
り
多
く
の

人
々
の
健
康
を
守
る
た
め
の
仕
組
み

を
築
く
技
術
系
行
政
官
」
と
あ
り
、

行
政
の
仕
事
と
は
？
と
い
う
疑
問
と

興
味
を
持
ち
、
早
速
行
動
に
移
し
ま

し
た
。
医
系
技
官
の
講
演
を
聴
き
に

行
っ
た
り
、
厚
生
労
働
省
に
見
学
に

行
っ
た
り
と
、
色
々
と
理
解
を
深
め

る
な
か
で
、
面
白
そ
う
か
も
！
と
思

い
、
厚
生
労
働
省
に
入
省
し
ま
し
た
。

入
省
し
て
感
じ
た
や
り
が
い

入
省
後
、
実
際
に
面
白
か
っ
た
か
？

と
聞
か
れ
れ
ば
、
面
白
い
で
す
よ
！
と

即
答
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
診
療
報
酬

改
定
（
新
し
い
技
術
や
材
料
の
保
険
導
入
）、

臨
床
研
修
の
制
度
見
直
し
、
歯
科
疾
患

実
態
調
査
の
実
施
、
都
道
府
県
が
行
う

事
業
内
容
の
検
討
・
見
直
し
な
ど
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。い
ず
れ
の
業
務
も
、

基
本
的
に
は
省
内
外
の
関
係
者
と
相

談
・
連
携
し
な
が
ら
進
め
る
業
務
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
チ
ー
ム
医
療
と
い
う
言

葉
が
唱
え
ら
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
行

政
に
お
い
て
も
、
業
務
を
進
め
る
と
き

に
は
「
チ
ー
ム
」
で
対
応
す
る
こ
と
が

基
本
で
あ
り
、
大
事
な
こ
と
だ
と
日
々

感
じ
て
い
ま
す
。

歯
科
医
師
で
あ
り
な
が
ら
、
診
療
を

行
っ
て
い
な
い
こ
と
に
後
ろ
め
た
さ
を

感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
る

時
、
広
い
意
味
で
は
患
者
を
診
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
、
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。行
政
で
働
く
歯
科
医
師
は
、

制
度
を
通
じ
て
国
民
の
健
康
や
医
療
の

こ
と
を
考
え
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
行
政
で
働
く
歯

科
医
師
し
か
で
き
ず
、
大
き
な
や
り
が

い
で
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

皆
さ
ん
に
は
、
行
政
で
働
く
歯
科
医

師
と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、

私
自
身
は
行
政
で
働
い
て
い
ま
す
が
、

行
政
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
働
き

方
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ご
自
身
の

面
白
そ
う
！ 

と
い
う
気
持
ち
や
直
感

を
大
切
に
、必
要
な
時
に
は
熟
考
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
観
点
で
健
康
や
医

療
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
歯
科

医
師
と
し
て
の
や
り
が
い
も
自
ず
と
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
将
来
の
可
能
性
は
無
限
大

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
し
て
、
そ
の
経
験
を
元
に
自
分
自

身
が
納
得
い
く
選
択
を
し
、
歯
科
保
健

医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い

で
す
。

奥田 章子 （おくだ あきこ）

所属 ： 厚生労働省医政局歯科保健課　
略歴 ： 2012年3月歯学部歯学科卒業

先輩に続け
行政で働く歯科医師という選択肢

数年前に徳島大学に呼んでいただきお話をしました

那賀町での乗馬体験大阪にいた時の留学生仲間と研究室の同期生と祖谷のかずら橋で（筆者：下段中央）

通勤の際に日比谷公園を散歩してリフレッシュしています

国境を越えて広がる学びと絆
My Life in Tokushima

小
学
生
の
頃
か
ら
ア
ニ
メ
に
興
味
が

あ
り
、
日
本
の
文
化
に
強
く
惹
か
れ
て

い
ま
し
た
。
中
学
生
の
と
き
に
日
本
語

教
室
に
通
い
始
め
、
日
本
語
を
学
ぶ
う

ち
に
「
い
つ
か
日
本
で
学
び
た
い
」
と

い
う
思
い
が
自
然
と
芽
生
え
ま
し
た
。

最
初
は
日
本
語
で
会
話
す
る
こ
と
に
大

き
な
ハ
ー
ド
ル
を
感
じ
ま
し
た
が
、「
間

違
え
て
も
い
い
か
ら
話
し
て
み
よ
う
」

と
意
識
し
、
少
し
ず
つ
自
信
を
つ
け
て

い
き
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
に
来
日
し
、
大
阪
大
学

の
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー

で
1
年
間
の
予
備
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
け
ま
し
た
。
当
時
は
ま
さ
に
コ

ロ
ナ
禍
で
、
外
国
で
の
自
宅
待
機
、

し
か
も
一
人
暮
ら
し
で
自
転
車
も
な

い
生
活
は
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、

同
じ
境
遇
の
留
学
生
仲
間
と
支
え
合

う
こ
と
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
箕
面

大
滝
や
勝
尾
寺
で
初
め
て
紅
葉
を
、

京
都
の
伏
見
稲
荷
大
社
で
初
め
て
雪

を
見
て
、
日
本
の
四
季
の
魅
力
を
肌

で
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
様
々
な
国

か
ら
来
た
留
学
生
と
の
交
流
も
あ
り
、

異
文
化
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
徳
島
大
学
へ
の
進
学
が
決

ま
り
ま
し
た
。
徳
島
に
到
着
し
た
初

日
、
駅
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
阿
波
弁
で

話
し
か
け
ら
れ
、
最
初
は
戸
惑
い
ま

し
た
が
、「
こ
れ
こ
そ
が
留
学
だ
」
と

感
じ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
薬
学
部
に
入
学
し
た
と
こ

ろ
、
留
学
生
の
先
輩
が
い
な
い
環
境

で
し
た
が
、
自
分
で
調
べ
た
り
、
先

生
方
や
友
人
に
相
談
し
な
が
ら
様
々

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
試

験
の
厳
し
さ
や
季
節
の
寒
暖
差
に
も

少
し
ず
つ
慣
れ
、
今
で
は
日
本
人
学

生
と
同
じ
よ
う
に
発
表
で
き
る
自
信

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学

業
の
ほ
か
に
、
軟
式
テ
ニ
ス
部
に
参

加
し
た
こ
と
も
大
き
な
経
験
で
す
。

当
初
日
本
語
で
の
交
流
や
練
習
が
難

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
仲
間
と
協
力

し
て
プ
レ
ー
す
る
な
か
で
自
然
と
交

流
が
広
が
り
、
日
本
の
文
化
や
考
え

方
を
深
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
最
近

は
留
学
生
の
後
輩
も
増
え
、
自
分
の

経
験
を
共
有
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
す

る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。
困
難
を
乗

り
越
え
た
分
だ
け
、
日
本
で
学
ぶ
こ

と
の
喜
び
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

3
年
生
か
ら
は
研
究
室
に
配
属
さ

れ
、
抗
肥
満
薬
の
安
全
性
や
有
効
性
を

評
価
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
世
界
の
公
衆
衛

生
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
人
々
の
健

康
維
持
に
貢
献
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
研
究
活
動
で
は
英
語
と

日
本
語
の
双
方
を
活
用
で
き
る
場
面

が
多
く
、
言
語
力
も
さ
ら
に
磨
か
れ

ま
し
た
。
研
究
室
メ
ン
バ
ー
と
の
交

流
も
多
く
、
忘
年
会
や
運
動
会
な
ど
、

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
大
学
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で

那
賀
町
の
古
民
家
滞
在
を
体
験
し
た

こ
と
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
自

然
と
人
の
温
か
さ
が
調
和
す
る
穏
や

か
な
場
所
で
、
ゆ
ず
の
収
穫
体
験
を

は
じ
め
、
魚
釣
り
や
流
し
そ
う
め
ん
、

乗
馬
、
阿
波
晩
茶
工
場
の
見
学
、
お

寺
で
の
お
祈
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、「
は

ん
ご
ろ
し
」
作
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

将
来
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
び
と
国

際
的
な
視
点
を
活
か
し
、
新
し
い
薬

の
研
究
開
発
に
関
わ
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
国
や
地
域
に
よ
る
医
療

ア
ク
セ
ス
の
差
を
な
く
し
、
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
最
新
の
薬
を
手
に
入

れ
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

薬学部 薬学科 5年

Benjamin Tam Chee Keen （ベンジャミン タム チ キン）［マレーシア］
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本
学
初
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
開
始

本
学
で
は
、
教
育
研
究
環
境
の
向
上

と
施
設
活
用
を
目
的
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
を
公
募
し
て
お
り
、

こ
の
度
、
常
三
島
地
区
2
施
設
に
お
い

て
2
社
を
選
定
し
、
本
学
初
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
を
2
0
2
5
年
10
月
1

日
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。

■
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

  （
代
表
取
締
役
社
長
：
芝
村
善
治
）

対
象
施
設
：
情
報
セ
ン
タ
ー・院
生
棟
2
階

2
0
2
情
報
処
理
実
習
室
1

愛
称
：「N

EXCO
LLABO

」 （
ネ
ク
ス
コ
ラ
ボ
）

期
間
：
2
0
2
5
年
10
月
1
日
〜

2
0
2
8
年
9
月
30
日

■
新
日
本
電
工
株
式
会
社

（
代
表
取
締
役
社
長
：
青
木
泰
）

対
象
施
設
：
附
属
図
書
館
本
館
1
階

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

愛
称
：「
新
日
本
電
工  

ラ
ー
ニン
グ
コ
モ
ン
ズ
」

期
間
：
2
0
2
5
年
10
月
1
日
〜

2
0
2
8
年
9
月
30
日

今
後
、本
学
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
は
、
愛
称
が
多
く
の

利
用
者
に
親
し
ま
れ
、
定
着
す
る
よ
う

協
力
す
る
と
と
も
に
、
各
施
設
で
の
学

び
や
経
験
が
、
学
生
の
成
長
の
糧
と
な

り
、
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
礎
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

『
全
国
大
学
の
地
域
貢
献
度
調
査
総
合

ラ
ン
キ
ン
グ
』で
国
立
大
学
1
位
、

全
国
3
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン

日
本
経
済
新
聞
社
が
全
国
7
7
7

国
公
私
立
大
学
を
対
象
に
実
施
し
た

「
地
域
貢
献
度
調
査
」
の
総
合
ラ
ン
キ

ン
グ
に
お
い
て
、
本
学
は
、
国
立
大
学

で
全
国
第
1
位
、
全
大
学
で
は
4
回
連

続
で
第
3
位
と
な
り
ま
し
た
。（「
日
経

グ
ロ
ー
カ
ル
N
o.
5
1
9
」
掲
載
）

今
後
も
徳
島
の
発
展
に
寄
与
し
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
頼
ら
れ
る
大
学

を
目
指
し
、
地
方
創
生
の
更
な
る
推
進

に
向
け
て
大
学
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 全
国
徳
島
県
人
会
連
合
会
と
の

連
携
協
定
締
結
か
ら
1
周
年

本
学
は
、
2
0
2
4
年
8
月
5
日

に
全
国
徳
島
県
人
会
連
合
会
（
以
下
、

県
人
会
）
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
今

年
度
で
1
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

連
携
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度

は
「
徳
島
プ
ラ
イ
ド
醸
成
塾　

県
人
会

×
学
生
」、
今
年
度
は
共
同
授
業
「
関

係
人
口
と
つ
く
る
徳
島
の
こ
れ
か
ら
」

を
開
催
。
学
生
が
県
人
会
員
と
意
見
交

換
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
各
地
で
開

催
さ
れ
る
県
人
会
へ
学
長
、
副
学
長
は

じ
め
研
究
者
も
参
加
し
、
本
学
の
取
組

を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

徳
島
県
人
会
は
、
徳
島
県
出
身
者
だ

け
で
は
な
く
、
徳
島
大
学
に
在
学
し
て

い
た
方
等
、
徳
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
幅
広
い
交

流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
学
は
今
後
も
徳
島
県
人
会
と
の
連

携
を
深
め
、
徳
島
県
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
7
年
秋
の
生
存
者
叙
勲
を

次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

○
瑞
宝
中
綬
章

林 

弘
三 （
名
誉
教
授
）

教
育
研
究
功
労

林
弘
三
氏
は
、
生
物
学
分
野
に
お
い

て
、
病
原
性
原
生
動
物
の
感
染
に
対
す

る
防
御
免
疫
の
研
究
を
は
じ
め
、
感
染

原
虫
に
対
す
る
細
胞
傷
害
性
リ
ン
パ
球

の
解
析
、
ま
た
、
原
生
動
物
の
特
異
な

細
胞
分
裂
周
期
に
つ
い
て
分
析
し
、
細

胞
質
分
裂
を
調
節
す
る
因
子
を
発
見
す

る
な
ど
重
要
な
業
績
を
挙
げ
る
と
と
も

に
、
卓
越
し
た
学
識
と
誠
実
な
態
度
を

も
っ
て
学
生
や
若
手
研
究
者
の
指
導
・

教
育
に
あ
た
り
、
こ
の
分
野
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

○
瑞
宝
双
光
章

川
田 

直
伸 

（
元
病
院
診
療
放
射
線
技
師
長
）

診
療
放
射
線
業
務
功
労

川
田
直
伸
氏
は
、
永
年
に
わ
た
り
一

貫
し
て
放
射
線
検
査
業
務
、
放
射
線
検

査
業
務
の
管
理
及
び
放
射
線
技
師
教
育

に
携
わ
り
、
そ
の
豊
富
な
経
験
と
知
識

を
も
っ
て
、
徳
島
大
学
病
院
放
射
線
部

の
管
理
運
営
の
み
な
ら
ず
、
県
内
外
の

診
療
放
射
線
技
師
の
能
力
向
上
に
大
い

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

全国徳島県人会
連合会HP

第
37
回
企
画
展

大
学
の
遺
跡
か
ら
み
た

徳
島
の
歴
史

| 
弥
生
集
落
と
近
世
武
家
屋
敷
を
中
心
に
| 

徳
島
大
学
の
蔵
本
・
常
三
島
・
新

蔵
の
3
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
遺
跡
の
上

に
立
地
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
発

掘
調
査
に
お
い
て
多
く
の
発
見
が
あ

り
ま
し
た
。

今
回
は
、
本
学
埋
蔵
文
化
財
調
査

室
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
調
査
研
究

の
成
果
に
つ
い
て
、
弥
生
時
代
の
集

落
と
近
世
武
家
屋
敷
に
焦
点
を
あ
て

て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【展示会場】 徳島大学ガレリア新蔵展示室  
徳島市新蔵町二丁目24番地 日亜会館1階
【開館時間】 9時～17時   
【休館日】 2025年12月27日（土）～
2026年1月4日（日）
【問い合わせ】 徳島大学法人運営部総務課広報室  
TEL： 088-656-7646  
E-mai： kohokakari@tokushima-u.ac.jp

第37回企画展開催期間
2025年11月4日（火）～2026年2月27日（金）

ガレリア新蔵ニュース
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左から、河村学長、全国徳島県人会連合会　本出良一会長（2024年8月）

徳
大
ニュ
ー
ス


